




















形態事項 10 冊：25 × 17cm
請求記号
つぎに、明大本を実見したときの所見を記録しておこう。
表１ 「藤岡屋日記」明大本 10 冊
題箋は各巻とも二重枠で、同一人の筆跡と思われる。いずれの巻にも、
60
図書の譜 第 24 号
巻 年号 配置場所 請求記号
113 慶応元年正月 中央貴重書庫 092.5/20//H
114 慶応元年２月 中央貴重書庫 092.5/20//H
115 慶応元年３月 中央貴重書庫 092.5/20//H
116 慶応元年４月 中央貴重書庫 092.5/20//H
117 慶応元年５月 中央貴重書庫 092.5/20//H
118 慶応元年閏５月 中央貴重書庫 092.5/20//H
119 慶応元年６月 中央貴重書庫 092.5/20//H
120 慶応元年７月 中央貴重書庫 092.5/20//H
121 慶応元年８月 中央貴重書庫 092.5/20//H
122 慶応元年９月 中央貴重書庫 092.5/20//H
冊 巻 冊次 年月 料紙 丁数 丁付
１ １１３ 十冊之内 一 慶応元年正月 薄様白色 151 ―
２ １１４ 十冊之内 二 慶応元年二月 同上 122 ―
３ １１５ 十冊之内 三 慶応元年三月 同上 127 ―
４ １１６ 十冊之内 四 慶応元年四月 やや厚手薄様 116 あり
５ １１７ 十冊之内 五 慶応元年五月 同上 212 あり
６ １１８ 十冊之内 六 慶応元年閏五月 同上 156 あり
７ １１９ 十冊之内 七 慶応元年六月 同上 119 あり
８ １２０ 十冊之内 八 慶応元年七月 同上 147 あり
９ １２１ 十冊之内 九 慶応元年八月 同上 114 あり


















































































備考』などの編纂に携わり、昭和 26 年（1951）９月 18 日 66歳で没した（佐
藤「解題―島田筑波と『今昔』―」、書誌書目シリーズ 74『今昔』第６巻


































































１）昭和６年（1931）12 月 26 日「笹川臨風氏を訪ふ、藤岡屋日記二冊、借
64













「第 18回山ノ手談話会（明治 35 年２月 22 日夜）」、『同方会誌』25、明治 37 年（1904）
３月




















図書の譜 第 24 号
年号 月日 記事 掲載頁
大正 13 年
(1924)









11 月８日 島田筑波、藤岡屋日記百十六を返す。 P.326







４月 10 日 ○島田（筑波）へ藤岡屋日記十七冊を返す。 P.341
９月 26 日 ○藤岡屋日記校合。 P.360








































３月 13 日 ○鈴木南陵氏来る、官中秘策一冊返す。 P.407
典拠：『三田村鳶魚全集』第 26 巻日記（中）昭和 52 年５月発行、第 27 巻日記（下）
昭和 52 年６月発行、中央公論社
写真『藤岡屋日記』明大本 113 巻、114 巻、115 巻
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明治大学図書館蔵「藤岡屋日記」の筆写年次に関する一考察
昭和９年
(1934)
８月９日
島田筑波、竜興寺羅漢の写真返済、直に寺
へ為持遣す。藤岡屋日記百二十二冊、島田
氏へ返す。
○第四次、柴田（宵曲）氏筆労、三十五枚
持参、計百一枚半。
P.417
昭和 12 年
(1937)
１月２日
○伊藤仁太郎氏を訪ふ、旧臘より病気にて
臥床、（東京）市役所の藤岡屋日記のこと
を頼む。
日記（下）
p.58
２月 11 日
○午後より伊藤仁太郎氏を訪ひ、藤岡屋日
記の事を頼み、閑談。
p.65
日記（中）
昭和６年
編集後記
朝倉治彦編
この年（昭和 6 年）は雑誌執筆（ほとんど
柴田宵曲の筆記）のみで、単行本の出版は
なく、札差及び大衆小説の評判記を宵曲に
口述筆記させ、その他輪講は毎月続行させ
ている。（中略）『藤岡屋日記』書写が九月
から見え始めること、大谷木醇堂の展墓と
共に、未完雑著のためであろう。
P.435
下段
